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・「前回受審時からの改善・変更」欄には、下記の説明を記入してください（多くても200文字程度）。なお、新規審査の場合は記入不要です。
　　　(1) 前回受審時の「Ｗ：弱点」に対する対応
　　　(2) 前回受審時の「Ｃ：懸念」に対する対応
　　　(3) その他の前回受審時からの改善、変更

記入上の注意

・白色のセルにのみ記入してください。着色及び網かけのあるセルには記入しないでください。

・「自己判定結果」欄に、プログラム側の視点で自己判定結果を記入してください。
　自己判定の指標は下記のとおりです。
　　　◎：認定基準の要求事項を満たし、さらにそれを上回る取り組みを行っている
　　　○：認定基準の要求事項を満たしている
　　　△：認定基準の要求事項を概ね満たしているが、改善の余地がある

・「基準への適合状況の説明」欄に説明を簡潔に記入してください（多くても200文字程度）。

・「根拠資料」欄には、根拠となる資料の名称と所在を記入してください。
　　添付資料、実地審査閲覧資料には整理番号を付し、該当する資料の整理番号を「根拠資料」欄に記入してください。
　　インターネット上でアクセスできるものについてはURLを記入してください。その場合でも、負担にならない範囲で
　　自己点検書の添付資料に含めてください。
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番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

1 基準１　学習・教育到達目標の設定と公開

1(1) プログラムが育成しようとする自立した技術者像
が定められていること。この技術者像は、プログ
ラムの伝統、資源及び修了生の活躍分野等が考慮
されたものであり、社会の要求や学生の要望にも
配慮されたものであること。さらに、その技術者
像が広く学内外に公開され、また、当該プログラ
ムに関わる教員および学生に周知されているこ
と。

1(1)[1] プログラムが育成しようとする自立した技
術者像が定められていますか？

学科「ディプロマポリシー」に記載されている。
本プログラムで育成する技術者像として、 ｢科学技術の現状の克服
と人間性の調和に向けた、21世紀のしなやかな技術の姿を探り、創
造性と人間性豊かな等身大の技術者像｣を定めている。

2017年度学修の手引（機械機能工学科・抜粋）
技術士制度説明会

1(1)[2] 上記の技術者像は、プログラムの伝統、資
源及び修了生の活躍分野等が考慮されたも
のですか？

上記の技術者像は、本学の建学の精神｢社会に学び社会に貢献する技
術者｣および当学科の理念｢モノとの対話｣、｢行動力｣を踏まえたもの
である。また、卒業生の大部分は製造業へ進むことから｢モノつく
り｣のできる技術者を強く意識したものである。

卒業生の進路状況

1(1)[3] 上記の技術者像は、社会の要求や学生の要
望にも配慮されたものですか？

急速なグローバル化に対応するため、タイのキングモンクット工科
大学トンブリ校(KMUTT)、スラナリー工科大学（SUT）、ポーランド
のAGH科学技術大学、メルボルン王立工科大学（RMIT)、インド工科
大学デリ校（IITデリー）とgPBLを実施している。SUT、AGH、IITデ
リーとは研究に重点を置いたgPBLを実施している。さらに、新規で
研究に重点を置いたgPBLの実施先を模索している。
学部講義の英語化（ロボティクス、流体力学、創成ゼミナール、応
用機械機能工学実験1・2、 Mechanics of Materials Exercises）を
実施しており、2018年度入学生よりEngineering Science ＆
Mechanicsを実施予定である。さらに、2019年度入学生より3年次に
専門科目として工学英語の開講を検討している。
国際通用性のある大学として認められるためには、大学世界ランキ
ングの向上が必須であることから、本学科としては、これに貢献す
るために研究成果を国際誌に迅速に公表することを推奨している。
単位の実質化を実現するためのカリキュラムの改定を検討してい
る。体験科目と座学を有機的に結合したアクティブラーニング科目
の設置について検討している。
企業に就職した卒業生がリクルーターとして当学科に訪問時に行う
卒業生評価アンケートおよび就職後の活動状況調査アンケート、父
母懇談会時の父母からのアンケート、卒業時に行う学生生活に関す
る教育評価アンケート、さらにホームカミングデー(大学同窓会)や
里帰りゼミに参加する卒業生からは大学に対する要望等を受け入れ
ている。

【K34】学生による教育評価アンケート
【K35】合同企業説明会アンケート
卒業生へのホームカミングデー案内および参加
者数
里帰りゼミ実施記録

1(1)[4] 上記の技術者像は、広く学内外に公開され
ていますか？

インド工科大学デリ校（IITデリー） 機械機能工学科webページ
http://www.meo.shibaura-it.ac.jp/
2017年度学修の手引

1(1)[5] 上記の技術者像は、当該プログラムに関わ
る教員及び学生に周知されていますか？

大学Webページで公開されている。
上記の冊子｢芝浦工業大学JABEEへの取り組みVOL.1～10｣、2014年度
からは｢JABEEへの取り組み｣を本プログラムに関わる教員および学生
に配布し本プログラムの内容を周知している。特に、新入生には、
毎年、オリエンテーションにおいて本冊子や2014年度からは学科独
自の機械機能工学科応用コースガイダンス資料をもとに本プログラ
ムの説明を行っている。
2015年度からは学修の手引で周知している。

2017年度学修の手引
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番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

1(2) プログラムが育成しようとする自立した技術者像
に照らして、プログラム修了時点の修了生が確実
に身につけておくべき知識・能力として学習・教
育到達目標が設定されていること。この学習・教
育到達目標は、下記の(a)～(i)の各内容を具体化
したものであり、かつ、その水準も含めて設定さ
れていること。さらに、この学習・教育到達目標
が広く学内外に公開され、また、当該プログラム
に関わる教員及び学生に周知されていること。な
お、学習・教育到達目標を設定する際には、(a)～
(i)に関して個別基準に定める事項が考慮されてい
ること。

1(2)[1] プログラムが育成しようとする自立した技
術者像に照らして、プログラム修了時点の
修了生が確実に身につけておくべき知識・
能力として学習・教育到達目標が設定され
ていますか？

本プログラムの学修・教育到達目標は(Ａ)～(Ｈ)が設定されている
が、これらは本学科の理念｢モノとの対話｣･｢行動力｣を念頭に設定さ
れたものであり、カリキュラムは講義科目以外にも実験･実修･演修
や工場見学および社会人やOBによる特別講義等の実学を多く配置
し、｢モノつくり｣のための基礎教育に力を入れた目標となってる。

2017年度学修の手引(学修・教育到達目標・抜
粋)
特別講師招聘

1(2)[2] 学習・教育到達目標は、下記の(a)～(i)の
各内容を具体化したものですか？

1(2)[2](a) 地球的視点から多面的に物事を考え
る能力とその素養

添付資料編表1に示すように、知識・能力(a)は、学修・教育到達目
標の(Ａ)および(Ｂ)により主に育成する。また、学修・教育到達目
標の(Ｃ)および(Ｆ)により付随的に育成する。
与えられた問題を工学のみに囚われず、人間環境および感性をも含
めた総合的な視点から考えることのできる能力を身につける。

機械機能工学科webページ（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効
果、及び技術者が社会に対して負っ
ている責任に関する理解

添付資料編表1に示すように、知識・能力(b)は、学修・教育到達目
標の(Ｃ)により主に育成する。
工学が人類・社会に果たす役割を十分に認識し、技術者として独善
的になることのないようバランスの取れた倫理観を身につける。

機械機能工学科webページ（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](c) 数学及び自然科学に関する知識とそ
れらを応用する能力

添付資料編表1に示すように、知識・能力(c)は、学修・教育到達目
標の(Ｅ)により主に育成する。また、学修・教育到達目標の(Ｄ)に
付随的に育成する。
機械工学の基盤である４力学(機械の力学、材料力学、熱力学、流れ
の力学)の知識を身につける。

機械機能工学科webページ（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](d) 当該分野において必要とされる専門
的知識とそれらを応用する能力

添付資料編表1に示すように、知識・能力(d)は、学修・教育到達目
標の(Ａ)、(Ｄ)および(Ｅ)により主に育成する。また、学修・教育
到達目標の(Ｅ)および(Ｆ)により付随的に育成する。
｢物質｣、｢エネルギー｣、｢環境｣および｢情報｣を基盤とした機械工学
の知識を身につける。

機械機能工学科webページ（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](e) 種々の科学、技術及び情報を活用し
て社会の要求を解決するためのデザ
イン能力

添付資料編表1に示すように、知識・能力(e)は、学修・教育到達目
標の(Ａ)により主に育成する。また、学修・教育到達目標の(Ｄ)に
より付随的に育成する。
課題を自律的に捉え、機械工学の基礎知識を基に調査・検討し、さ
らに、プレゼンテーションを通して目的を総合的に達成する能力を
身につける。

機械機能工学科webページ（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](f) 論理的な記述力、口頭発表力、討議
等のコミュニケーション能力

添付資料編表1に示すように、知識・能力(f)は、学修・教育到達目
標の(Ｆ)および(Ｇ)により主に育成する。また、学修・教育到達目
標の(Ａ)により付随的に育成する。
国際的なコミュニケーションで要求される英語会話の能力を身につ
ける。

機械機能工学科webページ（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](g) 自主的、継続的に学習する能力 添付資料編表1に示すように、知識・能力(g)は、学修・教育到達目
標の(Ｆ)により主に育成する。
自律的に問題をとらえ、自ら継続的に学修する能力を身につける。

機械機能工学科webページ（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](h) 与えられた制約の下で計画的に仕事
を進め、まとめる能力

添付資料編表1に示すように、知識・能力(h)は、学修・教育到達目
標の(Ａ)および(Ｆ)により主に育成する。
与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力を身につ
ける。

機械機能工学科webページ（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[2](i) チームで仕事をするための能力 添付資料編表1に示すように、知識・能力（i)は、学修・教育到達目
標の(Ｈ)により主に育成する。
自分と他者の役割を理解し、チーム目標の達成のために行動する力
を身につける。

機械機能工学科webページ（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html

1(2)[3] 学習・教育到達目標は、水準も含めて設定
されていますか？

達成度総合評価シートを学生に配布(webページからダウンロード可)
し、学修・教育到達目標(Ａ)～(Ｈ)に対する科目の成績を点数化
し、学修・教育目標の各項目の達成度の総合評価を行うようにして
いる。各科目の評価水準はシラバスに記載されている。また、卒業
研究の水準判定はルーブリックを用いている。

達成度総合評価シート
卒研評価ルーブリックシート
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番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

1(2)[4] 学習・教育到達目標は、広く学内外に公開
されていますか？

機械機能工学科webページやオープンキャンパスで配布する高校生向
けの学科パンフレットにより広く学内外に公開されている。

機械機能工学科webページ
http://www.meo.shibaura-it.ac.jp/
学科パンフレット(インフォメーション)
http://www.meo.shibaura-it.ac.jp/

1(2)[5] 学習・教育到達目標は、当該プログラムに
関わる教員及び学生に周知されています
か？

教員向けには教員ハンドブックにて周知している。
2014年度までは新入生に｢JABEEへの取り組み｣と｢機械機能工学科応
用コースガイダンス資料2009年～2014年｣を配布し周知していた。
2015年度からは学修の手引で周知している。

【K01】教員ハンドブック2017年度p137～p145
学科パンフレット(インフォメーション)
http://www.meo.shibaura-it.ac.jp/
2017年度学修の手引

2 基準２　教育手段

2.1 2.1　教育課程の設計

2.1(1) 学生がプログラムの学習・教育到達目標を達成で
きるように、教育課程（カリキュラム）が設計さ
れ、当該プログラムに関わる教員及び学生に開示
されていること。また、カリキュラムでは、各科
目とプログラムの学習・教育到達目標との対応関
係が明確に示されていること。なお、標準修了年
限及び教育内容については、個別基準に定める事
項を満たすこと。

2.1(1)[1] 学生がプログラムの学習・教育到達目標を
達成できるように、教育課程（カリキュラ
ム）が設計されていますか？

設定項目(a)～(h)に対応する、次の(Ａ)～(Ｈ)の8つの学修･教育到
達目標を設定し、それに対応する各科目を表4に示すように配置して
いる。この表において各科目と学修・教育到達目標との対応を時系
列で示し、学修・教育到達目標の達成への関与の度合いが大きい科
目に対して◎印で示している。本コースにおける学修結果の集大成
である卒業研究を通じて機械工学全般の学修のみではなく、技術
者・研究者として必要な総合的な能力を養成する。

添付資料編（表4）
2017年度学修の手引（機械機能工学科・抜粋）
学科関連委員会議事録

2.1(1)[2] カリキュラムが当該プログラムに関わる教
員及び学生に開示されていますか？

カリキュラムは「学修の手引」として新入生に配布している。また
大学Webページでも公開している。
教員に対しては、例年9月または10月の学科会議で開示しており、学
科開講科目の個々の内容、開講年次を検討している。
学生に対しては、入学時のガイダンスにおいて｢学修の手引」を配布
し、新入生オリエンテーションなどで詳細に解説することで開示し
ている。また、当学科webページにおいても、学科の教育方針、カリ
キュラム構成、学年次と分野間の融合について図示し開示してい
る。

学修の手引：http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/ko1.html?f=ko1&b=1
機械機能工学科webページ
http://www.meo.shibaura-it.ac.jp/
2017年度学修の手引
学科関連委員会議事録

2.1(1)[3] カリキュラムでは、各科目とプログラムの
学習・教育到達目標との対応関係が明確に
示されていますか？

「学修の手引」各科目とプログラムの学修・教育到達目標との対応
関係を明示している。
各科目と(Ａ)～(Ｈ)の8つの学修･教育到達目標との対応関係は、｢学
修・教育到達目標達成のための対応科目｣で明確に示されている。
例えば、『(Ａ)では、専門科目群から、｢機械創成設計演習1･2･3｣、
｢卒業研究1･2｣など、共通･教養科目群から、｢アジア文化論｣、「比
較文化論」』などのように科目を明記している。

学修の手引：http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/ko1.html?f=ko1&b=1
web版シラバス：
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/
機械機能工学科webページ（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html
2017年度学修の手引

2.1(1)[4] 標準修了年限及び教育内容については、個
別基準に定める事項を満たしていますか？

総取得単位数は124単位以上、授業時間は人文科学250時間、自然科
学250時間、専門科目900時間、その他の科目を含めて1600時間以上
の履修時間を満たし、標準修了年限4年である。数学自然科学および
科学技術に関する学修・教育内容が全体の78％であり、60％以上と
いう基準を満たしている。
応用コースを選択した学生の学修･教育到達目標(Ａ)～(Ｈ)に対する
すべての該当科目達成の一覧表、学生個人の学修・教育到達目標の
各項目に対する達成度の総合的評価表を基に、修了判定を教員全員
で行っている。

2017年度学修の手引
第1510回JABEE委員会議事録
応用コース履修者の｢学修・教育到達目標の各
項目に対する達成度の総合評価｣

2.1(2) カリキュラムの設計に基づいて、科目の授業計画
書（シラバス）が作成され、当該プログラムに関
わる教員及び学生に開示されていること。シラバ
スでは、それぞれの科目ごとに、カリキュラム中
での位置付けが明らかにされ、その科目の教育内
容・方法、到達目標、成績の評価方法・評価基準
が示されていること。また、シラバスあるいはそ
の関連文書によって、授業時間が示されているこ
と
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2.1(2)[1] カリキュラムの設計に基づいて、科目の授
業計画書（シラバス）が作成されています
か？

(Ａ)～(Ｈ)の8つの学修･教育到達目標に対応する全ての科目につい
てシラバスを作成している。
2017年度から、これまでのシラバス（授業の概要、達成目標、授業
計画(全14回、授業時間外課題(予習及び復習を含む))、評価方法と
基準、教科書・参考書、履修登録前の準備、学修・教育到達目標と
の対応、オフィスアワー、質問・相談の方法、環境との関連）の10
項目に加えて、合格点の評価基準を明確に記載し、達成目標に対す
る評価方法における割合を明示するようにしている。また、学科内
の担当教員でシラバス点検を行い、その後科目担当教員がシラバス
を修正し、その後さらに別の教員にて点検するようにしている。

web版シラバス：
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/
2017年度シラバス記載内容のチェックについて
（第1611回主任会議資料）
シラバスチェック関連議事録

2.1(2)[2] シラバスが当該プログラムに関わる教員及
び学生に開示されていますか？

大学webページにて学内外に公開されている。
学科開講の専門科目群、共通・教養科目群のシラバス･授業計画は、
検索できるようにwebページ上に公開されている。

web版シラバス：
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/

2.1(2)[3] シラバスでは、それぞれの科目ごとに、カ
リキュラム中での位置付けが明らかにさ
れ、その科目の教育内容・方法、到達目
標、成績の評価方法・評価基準が示されて
いますか？

web版シラバスの標準書式として、それぞれの科目のカリキュラム中
での位置付け、教育内容・方法、到達目標、成績の評価方法・評価
基準がある。また、学修・教育到達目標の項目に対する対応がなさ
れている。
カリキュラム中の各科目シラバスの位置付けは学修の手引に示され
ており、教育課程の内容･計画を学修目的に沿った配列、すなわち学
生自身が興味を持ち学んでみたい、あるいは将来進みたい専門分
野・業種・職種に向けた計画を立て易いように履修科目の配列に工
夫をして表に示されている。教育内容･方法、達成目標、成績評価方
法・評価基準などはそれぞれの各科目シラバスに掲載されている。
2017年度のシラバスから、合格点の評価基準を、問題のレベルとし
て明確に記載し、また達成目標に対する評価方法における割合も明
示している。

web版シラバス：
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/
添付資料編（表4）
学修の手引：http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/ko1.html?f=ko1&b=1
2017年度学修の手引（機械機能工学科・抜粋）

2.1(2)[4] シラバスあるいはその関連文書によって、
授業時間が示されていますか？

授業時間は2016年度以前では、90分15回授業となっている。2017年
度より、授業時間は100分14回と定められており、「学修の手引」に
記載されている。またこれに基づき時間割の編成を行い、「授業時
間割表」に掲載している。
2017年度のシラバスから、各授業内容に対する予習や復習を明記
し、それに対する予習・復習時間も明記している。

web時間割：http://timetable.sic.shibaura-
it.ac.jp/
学修の手引：http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/ko1.html?f=ko1&b=1
web版シラバス：
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/

2.2 2.2　学習・教育の実施

2.2(1) シラバスに基づいて教育が行われていること。

2.2(1)[1] シラバスに基づいて教育が行われています
か？

各教員は担当科目の講義の事実･内容を記録し、シラバスと対応・確
認しながら適切な授業の進行による教育の実施に努めている。休講
した際は、必ず補講を行うことでシラバスに従った教育を実施する
ようにしている。また、学生側からはS*gsotを用いることで、シラ
バスと授業の進捗状況の対応が確認できる。

web版シラバス：
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/

2.2(2) 学生の主体的な学習を促し、十分な自己学習時間
を確保するための取り組みが行われていること。

2.2(2)[1] 学生の主体的な学習を促し、十分な自己学
習時間を確保するための取り組みが行われ
ていますか？

大学組織として、教育イノベーション推進センター、キャリアサ
ポート課、学術情報センターが設置され学修支援を実施し、図書館
は試験期間中及び日曜日も開放されている。各科目のシラバスには
授業時間外課題が示されている。

教育イノベーション推進センター：
http://www.shibaura-
it.ac.jp/education/index.html
キャリアサポート課：http://www.shibaura-
it.ac.jp/career_support/index.html
学術情報センター：http://www.sic.shibaura-
it.ac.jp/
図書館：http://lib.shibaura-it.ac.jp/
web版シラバス：
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/

2.2(3) 学生自身にもプログラムの学習・教育到達目標に
対する自分自身の達成状況を継続的に点検させ、
それを学習に反映させていること。
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2.2(3)[1] 学生自身にもプログラムの学習・教育到達
目標に対する自分自身の達成状況を継続的
に点検させていますか？

クラス担任制度を導入し、個別対応を実施している。
成績不振者に対してはクラス担任が個別面談を行い、学修・履修指
導を行っている。
S*gsotのシステムから、通常の成績とは別に作成した学修・教育到
達目標の達成度（JABEE達成表）を確認できる。
学生自身による達成状況の点検は、｢学修･教育到達目標の各項目に
対する達成度の総合評価｣の表を用いることで達成度を理解できる。
本表は、本学科webページからダウンロードできる。学生自身で達成
度を確認し、それをフィードバックするように指導している。

【K02】工学部学部主任、学科主任、クラス担
任、就職担当一覧表
【K03】学修指導マニュアル
【K04】S*gsot画面JABEE達成表
機械機能工学科webページ（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html
｢学修･教育目標の各項目に対する達成度の総合
評価」

2.2(3)[2] 自分自身の達成状況の継続的な点検を学習
に反映させていますか？

各科目における学生自身の達成度を確認させる手段として、年度始
めのガイダンスにおいて達成度評価を全員に配布し、記入させてい
る。表4を示すことで、各科目と学修・教育到達目標の対応を確認さ
せ、円滑に履修登録が行えるように指導している。また、クラス担
任教員による履修指導、成績内容の個別指導、成績優秀者への個別
指導などによりある程度の効果が認められる。

添付資料編（表4）
｢学修･教育目標の各項目に対する達成度の総合
評価」

2.3 2.3　教育組織

2.3(1) カリキュラムを適切な教育方法によって展開し、
教育成果をあげる能力をもった十分な数の教員と
教育支援体制が存在していること？

2.3(1)[1] カリキュラムを適切な教育方法によって展
開し、教育成果をあげる能力をもった十分
な数の教員と教育支援体制が存在していま
すか？

教員は5年ごとの再審査制度が導入されている。
教育支援体制として、クラス担任制度、TA制度、SA制度、国際プロ
グラム推進課、工学部学習サポート室などがある。
教員への教育支援体制として、研究推進室研究企画課、知財・契約
担当が設置され、有効に活用されている。
カリキュラム主要科目を専任教員が担当する基本理念の実施に十分
な12名の専任教員と1名の特任教員が存在している。学科運営の執行
体制と支援組織、教育基盤としての実験・実習支援、指導教育機会
を与えるTA・SA制度、留学生支援、基礎学力強化のための基底科
目・学習サポート室、公共性・倫理観を養うための特別講師招聘な
どの教育支援体制がある。

【K05】教員資格審査規程
【K02】工学部学部主任、学科主任、クラス担
任、就職担当一覧表
【K06】芝浦工業大学ティーチング・アシスタ
ント規程
【K07】芝浦工業大学スチューデント・アシス
タント規程
工学部学習サポート室Webページ：
http://www.shibaura-
it.ac.jp/education/organization/support/en
gineering_support.html
【K08】大学組織図

2.3(2) カリキュラムに設定された科目間の連携を密に
し、教育効果を上げ、改善するための教員間連絡
ネットワーク組織があり、それに基づく活動が行
われていること。

2.3(2)[1] カリキュラムに設定された科目間の連携を
密にし、教育効果を上げ、改善するための
教員間連絡ネットワーク組織があります
か？

工学部教授会、工学部学群・学科主任、科目代表者会議、工学部
JABEE推進委員会、工学部教育開発本部、教務委員会、などがある。
学科固有の科目や教育に関わる事項は、学科会議および学科JABEE委
員会にて教員全員で検討し、必要に応じてカリキュラム担当教員が
科目担当者と個別に対応している。また、学科内で5分野の教員間
ネットワークを組織し、成績判定基準、科目間の連続性を検討して
いる。共通系科目に関しては、学生課を通じて共通系教員から書面
による連絡が行われ、各学年担任が対応している。また、教育開発
本部（本学科から1名）、教育イノベーション推進センター（本学科
から1名）において共通学群教員と意見交換している。

【K09】工学部教授会開催通知
【K10】工学部学群・学科主任、科目代表者会
議議事録
【K11】工学部JABEE推進委員会開催通知
工学部教育開発本部Webページ：
http://www.shibaura-
it.ac.jp/education/faculty_development/edu
cational_development_on_engineering/aim.ht
ml
【K12】工学部教育開発本部議事録
【K13】教務委員会議事録
共通学群とのミーティング報告
教員間ネットワーク議事録

2.3(2)[2] 上記の教員間連絡ネットワーク組織に基づ
く活動が行われていますか？

工学部教授会、工学部学群・学科主任、科目代表者会議は、年間11
回の部門会議を開催しており、工学部JABEE推進委員会、工学部教育
開発本部、教務委員会も開催され議事録が作成開示されている。
学部レベルの教員間連絡ネットワーク組織である、教育開発本部の
各委員会に当学科から参画している。学科内では学科会議および学
科JABEE委員会にて各種の活動および検討がなされている。また、学
科内5分野の教員間ネットワークでは、定期的にミーティングを実施
し、カリキュラム構成に講義内容が沿っているかを教員間で確認し
ている。

【K09】工学部教授会開催通知
【K10】工学部学群・学科主任、科目代表者会
議開催通知
【K11】工学部JABEE推進委員会議事録
【K12】工学部教育開発本部議事録
【K13】教務委員会議事録
第1601回JABEE教育改善WG議事録
学科内関連委員会議事録（学科JABEE委員会議
事録）

2.3(3) 教員の質的向上を図る取り組み（ファカルティ・
ディベロップメント）を推進する仕組みがあり、
当該プログラムに関わる教員に開示されているこ
と。また、それに従った活動が行われているこ
と。
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2.3(3)[1] 教員の質的向上を図る取り組み（ファカル
ティ・ディベロップメント）を推進する仕
組みがありますか？

大学全体として、教育イノベーション推進センターが常設されてい
る。
年度初めにはFD・SD講演会が開催されている。また、研究推進室に
よる競争的資金、共同研究、知財、コンプライアンス等に関する説
明会が開催されている。
2013年度から最大5年間、文部科学省のグローバル人材育成推進事業
（タイプＢ：特色型）に採択され、教員の総合的なグローバル教育
力の向上の取り組みも行われている。さらに、2013年秋には文部科
学省科学技術人材育成費補助金「女性研究者研究活動支援事業」に
採択され、大学の核となる人的資産の多様性確保に向け活動してい
る。
大学全体としては教育イノベーション推進センターに工学教育プロ
グラム・教育システム研究開発部門(FD部門)、学科内では、学科
JABEE委員会の教育改善担当がそれぞれのレベルでFDを推進する仕組
みとして存在している。
本学科では、定期的な教員の海外留学、学科内共同研究の推進、毎
年公表されている論文数の確認（本プログラムが社会の要求や学生
の要望に配慮されていることを定量的に評価する指標の1つとして）
をする仕組みがある。その成果の1つとして、本学科の論文数は、
2016年度21本、2017年度19本であった。今後もこの論文数を維持し
ていくためにこの仕組みを維持し、さらに推進するための新しい仕
組みも検討していく。

教育イノベーション推進センターWebページ
http://www.shibaura-
it.ac.jp/education/index.html
【K14】2017年度 FD・SD講演会および2016年度
優秀教育教員の顕彰について
【K15】コンプライアンス説明会（兼競争的資
金執行説明会）開催について
芝浦工業大学 グローバル人材育成推進事業
http://www.shibaura-
it.ac.jp/global/summary/ghrd.html
Centennial SIT Action
http://www.shibaura-
it.ac.jp/about/centennial_sit_action/index
.html
男女共同参画推進室
http://plus.shibaura-
it.ac.jp/diversity/about/greeting

2.3(3)[2] 上記の仕組みが当該プログラムに関わる教
員に開示されていますか？

工学部教育開発本部の規程は全て教授会の審議を経た上で承認・制
定され学校法人芝浦工業大学規定集に収められてる、各部門構成は
大学Webページで公開されている。「教育イノベーションセンターIR
部門」、「芝浦工業大学 グローバル人材育成推進事業」や「女性研
究者研究活動支援事業」の活動は、「チャレンジSIT-90」作戦(2015
年度より「Centennial SIT Action」に移行）の報告書や男女共同参
画推進室の大学Webページなどで公開されている。
教育イノベーション推進センターにおける活動内容を随時教授会に
て報告している。

【K16】工学部教育開発本部規程
工学部教育開発本部Webページ
http://www.shibaura-
it.ac.jp/education/faculty_development/edu
cational_development_on_engineering/aim.ht
ml
芝浦工業大学 グローバル人材育成推進事業
http://www.shibaura-
it.ac.jp/global/summary/ghrd.html
Centennial SIT Action
http://www.shibaura-
it.ac.jp/about/centennial_sit_action/index
.html
男女共同参画推進室
http://plus.shibaura-
it.ac.jp/diversity/about/greeting
学科内関連委員会議事録(学科JABEE委員会議事
録)

2.3(3)[3] 上記の仕組みに従った活動が行われていま
すか？

年度初めに全学FD・SD改革推進委員会による学内外講師を招いてFD
講演会を開催し、優秀な教育成果を納めた教員の表彰も行ってい
る。また、2008年4月よりスタートした「チャレンジSIT-90」作戦に
より、7つの挑戦に沿って各教学機関が改革項目を立て、PDCAサイク
ルを展開していく自律的大学改革運動を実施している。2015年度か
らは「創立100周年に向けた大学戦略プラン（Centennial SIT
Action)行動計画書」として発展した。特に、「男女共同参画推進
室」は、男女共同参画推進シンポジウムを開催するなど、大学の核
となる人的資産の多様性確保に向け活発に活動を行っている。
授業改善と教育上の問題点を探るため、毎期全科目について授業ア
ンケートを実施している。FD活動に関する意見交換のため、年度初
めにFD講演会が実施されている。私立大学連盟のFD研修会、学内企
画のFD特別講演会に毎年専任教員が参加している。また、全教員に｢
学修指導マニュアル｣を配布して学修指導を徹底している。
授業アンケートは集計結果に担当教員コメントを付し、webページで
学内に限定開示している。学科内では、定期的に学科JABEE委員会に
てFD活動に関する議論・情報共有を行っている。また、夏季休暇中
には学科集中FD研修会を実施し、学科理念や大学全体の教育方針と
学科カリキュラムの整合性を詳細に見直している。更に学科JABEE委
員会の活動内容を学科全教員に電子メールで配信し、学科会議およ
び学科JABEE委員会にて報告、定期的に学科内FDのPDCAサイクルを確
認している。

【K14】2017年度 FD・SD講演会および2016年度
優秀教育教員の顕彰について
Centennial SIT Action
http://www.shibaura-
it.ac.jp/about/centennial_sit_action/index
.html
男女共同参画推進室
http://plus.shibaura-
it.ac.jp/diversity/about/greeting
【K03】学修指導マニュアル
【K33】授業アンケート
学科集中FD研修会議事録
機械機能工学科継続的改善システム（PDCA）

2.3(4) 教員の教育活動を評価する仕組みがあり、当該プ
ログラムに関わる教員に開示されていること。ま
た、それに従って教育改善に資する活動が行われ
ていること。
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2.3(4)[1] 教員の教育活動を評価する仕組みがありま
すか？

教育･研究等業績評価（自己評価方式）を実施している。その目的
は、教員各自が、自身の諸活動について目標と達成度を明確にし、
不断の改善へとつなげることである。評価項目の筆頭には教育活動
が掲げられ、学士課程教育への貢献、学生支援活動等が評価され
る。評価方法は、年度当初に、個人の達成目標と活動計画を『目標
計画書』に記述し、貢献比率を自身の計画に基づき設定し、学部長
を経由して学長に提出される。また、教員資格の再審査制度を制定
し、教員が着任もしくは昇格してから５年ごとに教育・研究等業績
の再評価を所定の書式に基づいて実施し、その結果を本人にフィー
ドバックすることで教員の改善意欲を継続的に高めている。教員が
学内又は社会における教育活動及び学内運営に関する活動によって
優れた業績を挙げた場合、これを顕彰する制度として梅村魁記念賞
（平成2年～平成28年）がある。平成29年度より、この梅村魁記念賞
の意志を引き継ぎ制定された「学長賞（教育）」において、新たな
顕彰規程の元、教員の優れた教育活動業績に対して顕彰を行ってい
る。
また、教員自身の授業改善に資するため、学生による授業アンケー
トが実施されている。

【K17】芝浦工業大学教員教育・研究等業績評
価規程
【K18】工学部教員資格審査委員会審査方法内
規
【K19】梅村魁記念賞規程
【K20】学長賞規程
【K33】授業アンケート

2.3(4)[2] 上記の仕組みが当該プログラムに関わる教
員に開示されてますか？

教育・研究等業績評価実施状況、教員業績情報システムを介して入
力された各種情報は、データ更新の翌日には更新され大学Webページ
（教員データベース）で公表される。学長賞（教育）の候補者は、
各学科主任から学長に推薦され、毎年創立記念式典にて表彰されて
いる。
また、授業アンケート結果は５点満点で数値化されるが、この評価
結果とアンケート時の質問回答は教育貢献評価の参考資料であり、
担当教員コメントを付して本学webページ上で公表し、学生の閲覧と
共に授業改善に役立てている。

教員データベース
http://resea.shibaura-it.ac.jp/
【K21】梅村魁記念賞候補者の推薦について

2.3(4)[3] 上記の仕組みに従って教育改善に資する活
動が行われていますか？

年度末に、達成目標に対する達成度および改善点を『自己評価書』
に記述し、学部長を経て学長に提出する。学部長は、各教員の活動
計画と自己評価結果を総覧し、特に改善を要する教員に対して、助
言を行うとともに必要に応じて個人面談を実施している。本プログ
ラムの教員は全員、3月末に実施される自己評価に参加しており、次
年度の教育改善に役立てている。5年毎の再審査結果は本人にフィー
ドバックされている。
本学科からも複数の教員が受賞している(受賞者リスト)。2013年度
には学科全体としての取り組み（ロボット製作を取り入れた演習授
業）で本教育賞を受賞した。また2014年度にはグローバル化を目指
して留学生向けに授業を英語化した活動（応用機械機能工学実験に
おける留学生受け入れ事例）で、学科として梅村魁記念賞を受賞し
た。

【K22】教育・研究等業績評価の実施および自
己評価の入力について
【K23】教育・研究等業績評価シート（目標計
画書・自己評価書）
【K24】梅村魁記念賞　受賞者一覧
【K14】2017年度 FD・SD講演会および2016年度
優秀教育教員の顕彰について
Centennial SIT Action
http://www.shibaura-
it.ac.jp/about/centennial_sit_action/index
.html
芝浦工業大学優秀教育教員顕彰規程
優秀教育教員顕彰受賞者リスト

2.4 2.4　入学、学生受け入れ及び異動の方法

2.4(1) プログラムの学習・教育到達目標を達成できるよ
うに設計されたカリキュラムの履修に必要な資質
を持った学生を入学させるための具体的な方法が
定められ、学内外に開示されていること。また、
それに従って選抜が行われていること。

2.4(1)[1] プログラムの学習・教育到達目標を達成で
きるように設計されたカリキュラムの履修
に必要な資質を持った学生を入学させるた
めの具体的な方法が定められていますか？

大学全体、工学部、学科でそれぞれアドミッションポリシーを定め
ている。これに基づいて一般入試（大学入試センター利用方式、前
期日程、全学統一日程、後期日程）、特別入試（外国人留学生特別
選抜、帰国生特別、学士・編入学試験）および推薦入試（指定校推
薦、併設校推薦）が実施されている。
学科のアドミッションポリシーは、プログラムの学修・教育到達目
標を達成できるように設計されたカリキュラムの履修に必要な資質
を持った学生を入学させるため、 入試要項に定められた一般入試、
センター入試利用、指定校推薦、併設校推薦を組み合わせた入試を
実施している。
2017年度から公募制推薦入試（女子）を実施しており、大学全体で
は9名（本学科では4名）が合格した。

大学Webページ
http://www.shibaura-
it.ac.jp/about/summary/policy.html
工学部Webページ
http://www.shibaura-
it.ac.jp/faculty/engineering/index.html
一般入学試験要項
http://www.shibaura-
it.ac.jp/examinee/index.html
大学基礎データ
http://www.shibaura-
it.ac.jp/about/evaluation/inspection/sqipb
e0000005guo-att/sqipbe0000005h1h.pdf
2017年度学修の手引（学修・教育到達目標・抜
粋）
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2.4(1)[2] 必要な資質を持った学生を入学させるため
の具体的な方法が学内外に開示されていま
すか？

入試制度については工学部教授会で審議されている。一般入試およ
び特別入試、学士・編入学試験については要項として学内外に公開
されている。推薦入試験については該当高校に開示している。
上記、アドミッションポリシーと入試要項は、大学のwebページなど
によって学内外に開示されている。
機械系において女子学生を増やす試みとして、オープンキャンパス
において積極的に女子高校生の相談を受け付けている．

一般入学試験要項
http://www.shibaura-
it.ac.jp/examinee/index.html
大学Webページ
http://www.shibaura-
it.ac.jp/about/summary/policy.html

2.4(1)[3] 必要な資質を持った学生を入学させるため
の具体的な方法に従って選抜が行われてい
ますか？

選抜方法については、入学試験の形態、適切な試験科目の配分、指
定高校の推薦枠などを入試委員会にて検討の上、教授会にて承認を
得て入学試験を実施している。
入試は、必要な資質を持った学生を入学させるための具体的な方法
である上記の入試要項に従って選抜が行われている。

【K25】第1602回工学部学群・学科主任、科目
代表会議資料（２）

2.4(2) プログラム履修生を共通教育等の後に決める場合
には、その具体的方法が定められ、当該プログラ
ムに関わる教員及び学生に開示されていること。
また、それに従って履修生の決定が行われている
こと。

2.4(2)[1] プログラム履修生を共通教育等の後に決め
る場合には、その具体的方法が定められて
いますか？

2014年度入学生までは、機械機能工学科では応用コースへの進学条
件を設けている。2年次終了時にこれらの条件を全て満たし、応用
コース履修を希望し、かつ適していると判断された学生に対して、
応用コースへの進学を認めている。進学条件を満たしていなくて
も、応用コース履修を強く希望する学生には、未取得科目の調査
し、複数教員による面接で、応用コースの履修可能と判断された場
合には進学を認めている。具体的な進学条件はJABEEへの取り組みに
定めている。
2015年度入学生以降は、応用コースに定められている単位を取得す
ることが卒業要件となっており、すべての学生が応用コースを履修
する。

機械機能工学科webページ（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html
2017年度学修の手引

2.4(2)[2] プログラム履修生を共通教育等の後に決め
る場合には、上記の具体的方法が当該プロ
グラムに関わる教員及び学生に開示されて
いますか？

機械機能工学科webページと、学生に配布の「学修の手引」によって
教員、学生に開示している。

機械機能工学科webページ
http://www.meo.shibaura-it.ac.jp/
機械機能工学科webページ（JABEE関連）
http://www.meo.shibaura-
it.ac.jp/class_jabee.html
2017年度学修の手引

2.4(2)[3] プログラム履修生を共通教育等の後に決め
る場合には、上記の具体的方法に従って履
修生の決定が行われていますか？

2014年度入学生までは、応用コースへ進学を希望する学生には、学
科主任・学年担任など複数の教員が面接を実施する。
2015年度入学生以降は、応用コースに定められている単位を取得す
ることが卒業要件となっており、すべての学生が応用コースを履修
するために面接は実施しない。

2.4(3) 学生をプログラム履修生として学外から編入させ
る場合には、その具体的な方法が定められ、学内
外に開示されていること。また、それに従って履
修生の編入が行われていること。

2.4(3)[1] 学生をプログラム履修生として学外から編
入させる場合には、その具体的な方法が定
められていますか？

大学全体として編入学・学士入学の試験方法を定めている。
本学には｢芝浦工業大学編入学規程｣があり、この規程に基づいて編
入学が許可される。ただし編入学者の応用コース履修に関しては、
本学科との教育目標の違いや既取得単位の振替認定などを更に考慮
しなければならない。単位の振替認定に関しては、本学では学外単
位等認定制度規程がある。原則としてこの規程に基づき単位の評
価・認定を行い、その上で他の高等教育機関で取得済みの講義科目
の内容について精査を行い、本学科の応用コース履修が可能である
かを判断している。

編入学試験Webページ
http://www.shibaura-
it.ac.jp/examinee/special_exam/transfer_ex
am.html
学士入学試験Webページ
http://www.shibaura-
it.ac.jp/examinee/special_exam/bachelor_ex
am.html
【K26】芝浦工業大学工学部学外単位等認定制
度規程
芝浦工業大学編入学規程
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2.4(3)[2] 学生をプログラム履修生として学外から編
入させる場合には、上記の具体的な方法が
学内外に開示されていますか？

試験内容を具体的に定めた編入学・学士入学の試験要項を学外に公
開している。
本学のwebページに掲載されている｢編入学試験｣の案内は、常時学内
外からの参照が可能となっており、｢募集学科・試験内容｣｢出願資
格｣｢入試日程｣が開示されている。
応用コースへの編入学に関する事項については学科webページに掲載
している。

編入学試験Webページ
http://www.shibaura-
it.ac.jp/examinee/special_exam/transfer_ex
am.html
学士入学試験Webページ
http://www.shibaura-
it.ac.jp/examinee/special_exam/bachelor_ex
am.html
機械機能工学科webページ
http://www.meo.shibaura-it.ac.jp/

2.4(3)[3] 学生をプログラム履修生として学外から編
入させる場合には、上記の具体的な方法に
従って履修生の編入が行われていますか？

編入の規則はあるが、これまで編入は行われていない。

2.4(4) 学内の他のプログラムとの間の履修生の異動を認
める場合には、その具体的方法が定められ、関係
する教員及び学生に開示されていること。また、
それに従って履修生の異動が行われていること。

2.4(4)[1] 学内の他のプログラムとの間の履修生の異
動を認める場合には、その具体的方法が定
められていますか？

転部転科試験要項として定められている。
本プログラムでは学内他プログラムとの学生の異動を認めていない
ので、本点検項目は該当しない。

【K27】転部転科募集要項

2.4(4)[2] 学内の他のプログラムとの間の履修生の異
動を認める場合には、上記の具体的方法が
関係する教員及び学生に開示されています

転部転科試験要項として学内にて公開している。
本プログラムでは学内他プログラムとの学生の異動を認めていない
ので、本点検項目は該当しない。

【K27】転部転科募集要項

2.4(4)[3] 学内の他のプログラムとの間の履修生の異
動を認める場合には、上記の具体的方法に
従って履修生の異動が行われていますか？

転部転科試験要項に基づき履修生の異動を実施している。
本プログラムでは学内他プログラムとの学生の異動を認めていない
ので、本点検項目は該当しない。

2.5 2.5　教育環境・学生支援

2.5(1) プログラムの学習・教育到達目標を達成するため
に必要な教室、実験室、演習室、図書室、情報関
連設備、自習・休憩施設及び食堂等の施設、設備
が整備されており、それらを維持・運用・更新す
るために必要な財源確保への取り組みが行われて
いること。

2.5(1)[1] プログラムの学習・教育到達目標を達成す
るために必要な教室、実験室、演習室、図
書室、情報関連設備、自習・休憩施設及び
食堂等の施設、設備が整備されています
か？

大学全体としては、校地面積・校舎面積とも大学設置基準を満たし
ており、プログラム実施に支障のない教室・実験室が確保・整備さ
れている。PC室については、ほぼ5年に1回の割合でコンピュータの
大幅な更新を行っている。図書館では、自習室を完備し、学生によ
る選書ツアーも行っているほか、留学生を対象としたイベントも実
施している。学生の休憩場所は、校舎内に適宜準備されている。国
際交流活動の場であるグローバルラーニングコモンズ（豊洲・大宮
キャンパス）、国際学生寮、至近に東大宮学生寮（大宮キャンパ
ス）が設置されている。研究室・実験室については、年1回の割合で
整備状況をチェックしている。

大学基礎データ
http://www.shibaura-
it.ac.jp/about/evaluation/inspection/sqipb
e0000005guo-att/sqipbe0000005h1h.pdf
大学データ集
http://www.shibaura-
it.ac.jp/about/evaluation/inspection/sqipb
e0000005guo-att/sqipbe0000005h1l.pdf
国際学生寮、東大宮学生寮
http://www.shibaura-
it.ac.jp/about/facility/dormitories.html
グローバルラーニングコモンズ
http://www.shibaura-
it.ac.jp/news/2016/40160049.html
http://www.shibaura-
it.ac.jp/news/2017/40170040.html
CAMPUS GUIDE 2017 p40～46
http://www.shibaura-
it.ac.jp/book/campus_guide_2017/
芝浦工業大学学術情報センター
http://www.sic.shibaura-it.ac.jp/

2.5(1)[2] 上記の施設、設備を維持・運用・更新する
ために必要な財源確保への取り組みが行わ
れていますか？

大学全体としては、収入の中心である学生生徒等納付金が安定的に
確保されているとともに、支出の中心を占める人件費が適正な水準
で推移しており、財源が堅調に推移しながら確保されている。大学
から学科への予算については、学科在籍学生数が反映された教育経
費、教員数が反映された研究用経費、そして各学科一律の設備経費
に分かれて安定的に配分されており、学科の施設、設備を維持・運
用・更新するための予算が確保されている。

大学基礎データ
http://www.shibaura-
it.ac.jp/about/facility/dormitories.html
大学データ集
http://www.shibaura-
it.ac.jp/about/evaluation/inspection/sqipb
e0000005guo-att/sqipbe0000005h1l.pdf
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2.5(2) 教育環境及び学習支援に関して、授業等での学生
の理解を助け、学生の勉学意欲を増進し、学生の
要望にも配慮する仕組みがあり、それが当該プロ
グラムに関わる教員、職員及び学生に開示されて
いること。また、それに従った活動が行われてい
ること。

2.5(2)[1] 教育環境及び学習支援に関して、授業等で
の学生の理解を助け、学生の勉学意欲を増
進し、学生の要望にも配慮する仕組みがあ
りますか？

クラス担任により各学年の学生のサポートを行っている。あわせ
て、工学部学習サポート室を開室し、基礎科目の学習サポートを
行っている。ほか、TA制度が設けられている。図書館では、各種
サービスを行う窓口があり、自習室が設けてある。さらに、試験期
間中およびその前の一定期間に休日開館を実施し学生に学習スペー
スを提供している。学術情報センター（PC室）では、相談窓口が設
置してあり、学生の相談にのる仕組みがある。
授業等での学生の理解を助け、学生の勉学意欲を増進し、学生の要
望にも配慮する仕組としては、オフィスアワー、学科オリエンテー
ション、教育支援室等の仕組がある。学生自己開発認識システムを
現在1～3年生に対して試行的に実施しており、学生自身に卒業する
までに学修教育目標を与えている。また、男子学生に比べると、割
合が少ない女子学生をサポートするために、教員と女子学生の交流
会を年に数回実施しており、できる限りの配慮をしている。女性教
員の採用についても将来的な課題として検討中である。
大宮校舎と豊洲校舎間の無料シャトルバスが、週1便だったものが
2015年6月から週3便に増便された。これにより再履修のために大宮
と豊洲を行き来する学生の便宜がある程度図れるようになった。ま
た人文社会系科目で一部豊洲校舎で時間割的に履修しにくい科目が
あり、このような点に関しては共通学群と調整・協議を継続中であ
る。
研究を通して学生に対して実践的な教育を実施するために、
Engineering Science and Mechanicsでは、最新の教員の研究論文を
平易に英語で解説する科目が2018年度入学生より設定されている。

【K03】学修指導マニュアル
工学部学習サポート室Webページ：
http://www.shibaura-
it.ac.jp/education/organization/support/en
gineering_support.html
図書館Webページ：http://lib.shibaura-
it.ac.jp/
学術情報センター：http://www.sic.shibaura-
it.ac.jp/
CAMPUS GUIDE 2017
http://www.shibaura-
it.ac.jp/book/campus_guide_2017/
芝浦工業大学学術情報センター
http://www.sic.shibaura-it.ac.jp/

2.5(2)[2] 上記の仕組みが当該プログラムに関わる教
員、職員及び学生に開示されていますか？

入学時に、冊子「Campus Guide」「学修の手引」を全員に配付し
て、図書館利用方法、PC室利用方法、クラス担任制度、科目履修方
法、学習サポート室などの周知を行っている。あわせて、大学Web
ページでも同様の内容を公開している。
上記仕組は、学生に配られるガイダンス資料、全学および学科web
ページに記述されている。そのような取り組みのもと、当該プログ
ラムに係わる教員、学生に開示されている。学生自己開発認識シス
テムは学生がS*gsotから入り、入力できるようにシステム化されて
いる。

CAMPUS GUIDE 2017
http://www.shibaura-
it.ac.jp/book/campus_guide_2017/
学修の手引：http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/ko1.html?f=ko1&b=1

2.5(2)[3] 上記の仕組みに従った活動が行われていま
すか？

工学部学習サポート室では、平日の午後に数学、物理学、化学、英
語の学習サポートを実施している。またTA制度や図書館、およびPC
室のサポートも行っている。そのほか、奨学金支援などのサポート
も実施している。
オフィスアワー、教育支援室、学年担任、新入生ガイダンス、オリ
エンテーション、各賞、安全講習等の教育環境、学習支援の仕組
は、有効な活動を実施している。
急速なグローバル化に対応するため、タイのキングモンクット工科
大学トンブリ校(KMUTT)、スラナリー工科大学（SUT）、ポーランド
のAGH科学技術大学、メルボルン王立工科大学（RMIT)、インド工科
大学デリ校（IITデリー）とgPBLを実施している。SUT、AGH、IITデ
リーとは研究に重点を置いたgPBLを実施している。さらに、新規で
研究に重点を置いたgPBLの実施先を模索している。
学部講義の英語化（ロボティクス、流体力学、創成ゼミナール、応
用機械機能工学実験1・2、 Mechanics of Materials Exercises）を
実施しており、2018年度入学生よりEngineering Science ＆
Mechanicsを実施予定である。さらに、2019年度入学生より3年次に
専門科目として工学英語の開講を検討している。
国際通用性のある大学として認められるためには、大学世界ランキ
ングの向上が必須であることから、本学科としては、これに貢献す
るために研究成果を国際誌に迅速に公表することを推奨している。
単位の実質化を実現するためのカリキュラムの改定を検討してい
る。体験科目と座学を有機的に結合したアクティブラーニング科目
の設置について検討している。

工学部学習サポート室Webページ：
http://www.shibaura-
it.ac.jp/education/organization/support/en
gineering_support.html
【K06】芝浦工業大学ティーチング・アシスタ
ント規程規程
図書館Webページ：http://lib.shibaura-
it.ac.jp/
学術情報センター：http://www.sic.shibaura-
it.ac.jp/
奨学金：CAMPUS GUIDE 2017 p30～33
学修の手引：http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/ko1.html?f=ko1&b=1
新入生オリエンテーション合宿資料
gPBL関連議事録
教員プロフィール

3 基準３　学習・教育到達目標の達成

3(1) シラバスに定められた評価方法と評価基準に従っ
て、科目ごとの到達目標に対する達成度が評価さ
れていること。
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番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

3(1)[1] シラバスに定められた評価方法と評価基準
に従って、科目ごとの到達目標に対する達
成度が評価されていますか？

シラバスには、科目ごとの達成目標、評価方法と評価基準、対応す
る学修・教育到達目標が明記されており、それに従って評価されて
いる。全てのシラバスは大学Webページの「芝浦工業大学シラバス検
索システム」から参照することができる。

芝浦工業大学シラバス検索システム
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/

3(2) 学生が他の高等教育機関等で取得した単位に関し
て、その評価方法が定められ、それに従って単位
認定が行われていること。編入生等が編入前に取
得した単位に関しても、その評価方法が定めら
れ、それに従って単位認定が行われていること。

3(2)[1] 学生が他の高等教育機関等で取得した単位
に関して、その評価方法が定められていま
すか？

「芝浦工業大学工学部学外単位等認定制度規程」により、本学工学
部の学生が本学以外の教育機関（大学などの教育機関及び文部科学
省が認定した教育施設等）で学外単位等を修得した場合、教育上必
要と認めるときは本学の単位として認定を受けることができる制度
を定めている。この制度では、在学中に取得した学外単位と入学前
に取得した学外単位はそれぞれ60単位を上限として本学の単位とし
て認定を受けることができる。

【K26】芝浦工業大学工学部学外単位等認定制
度規程
学修の手引：http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/ko1.html?f=ko1&b=1
【K28】編入学試験要項
【K29】マレーシア留学生編入学試験要項

3(2)[2] 学生が他の高等教育機関等で取得した単位
に関する上記の評価方法に従って単位認定
が行われていますか？

単位認定は工学部教務委員会が行っている。共通科目については共
通科目群へ、専門科目群については専門学科へ認定案の作成を依頼
し、教務委員会が最終単位認定を行った後に教授会で承認を得る。

【K30】認定案の作成依頼資料
【K31】教授会資料

3(2)[3] 編入生等が編入前に取得した単位に関し
て、その評価方法が定められていますか？

芝浦工業大学工学部学外単位等認定制度規程によって定められてい
る。

【K26】芝浦工業大学工学部学外単位等認定制
度規程
学修の手引：http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/ko1.html?f=ko1&b=1

3(2)[4] 編入生等が編入前に取得した単位に関する
上記の評価方法に従って単位認定が行われ
ていますか？

単位認定は工学部教務委員会が行っている。共通科目については共
通科目群へ、専門科目群については専門学科へ認定案の作成を依頼
し、教務委員会が最終単位認定を行った後に教授会で承認を得る。

【K26】芝浦工業大学工学部学外単位等認定制
度規程
学修の手引：http://syllabus.sic.shibaura-
it.ac.jp/ko1.html?f=ko1&b=1
【K30】認定案の作成依頼資料
【K31】教授会資料

3(3) プログラムの各学習・教育到達目標に対する達成
度を総合的に評価する方法と評価基準が定めら
れ、それに従って評価が行われていること。

3(3)[1] プログラムの各学習・教育到達目標に対す
る達成度を総合的に評価する方法と評価基
準が定められていますか？

学修・教育到達目標の各項目の達成度評価における評価方法と評価
基準が設定されている。具体的には、卒業研究の審査において、
ルーブリックを導入するようになっている。なお、ルーブリックは
ガイダンス時に説明し、その後、掲示している。
シラバスに評価方法と評価基準が明記されている。

添付資料編(表2)
web版シラバス：
http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/

3(3)[2] 上記の評価方法と評価基準に従って評価が
行われていますか？

上記3(3)[2]に示した評価基準に則り、評価が実施されている。

3(4) 修了生全員がプログラムのすべての学習・教育到
達目標を達成していること。

3(4)[1] 修了生全員がプログラムのすべての学習・
教育到達目標を達成していますか？

2015年度、2016年度の応用コース修了生の履修状況によると、単位
取得状況、授業時間ともに、全員が満たしている。また、学修・教
育到達目標(Ａ)～(Ｈ)に対するすべての該当科目達成の一覧表と学
生個人の学修・教育到達目標の各項目に対する達成度の総合評価表
を基に、学科教員全員で応用コース修了の判定を行っており、学
修・教育到達目標は達成されている。

2017年度学修の手引
第1510回JABEE議事録
応用コース履修者の｢学修・教育到達目標の各
項目に対する達成度の総合評価｣
学科内関連委員会議事録

3(5) 修了生はプログラムの学習・教育到達目標を達成
することにより、基準１(2)の(a)～(i)の内容を身
につけていること。

3(5)[1] 修了生はプログラムの学習・教育到達目標
を達成することにより、基準１(2)の(a)～
(i)の内容を身につけていますか？

プログラムの学修・教育到達目標である(Ａ)～(Ｈ)を達成すること
で、表2の内容を身につけることができることが示されている。

応用コース履修者の｢学修・教育到達目標の各
項目に対する達成度の総合評価｣

4 基準４　教育改善

4.1 4.1 教育点検
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番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

4.1(1) 学習・教育到達目標の達成状況に関する評価結果
等に基づき、基準１～３に則してプログラムの教
育活動を点検する仕組みがあり、それが当該プロ
グラムに関わる教員に開示されていること。ま
た、それに関する活動が行われていること。

4.1(1)[1] 学習・教育到達目標の達成状況に関する評
価結果等に基づき、基準１～３に則してプ
ログラムの教育活動を点検する仕組みがあ
りますか？

工学部JABEE推進委員会があり、その中で学科の教育活動を点検して
いる。工学部では学科別自己点検書を毎年作成して点検を行ってい
る。
学科JABEE委員会は、毎年学科カリキュラムの点検を行っており、学
修プログラム全体および各開講科目が基準1～3に照らして妥当かど
うかを検討している。学科内では教員間ネットワークと称して科目
分野ごとにワーキンググループを組み、定期的に専門分野教員間で
意見交換をし、学科JABEE委員会に報告をしている。また、JABEE認
定されている本学機械工学科と毎年3月に相互点検を実施している。

【K11】工学部JABEE推進委員会議事録
【K32】2016年度工学部学科等個別自己点検書
作成依頼
教員間ネットワーク議事録
学科内関連委員会議事録(学科JABEE委員会議事
録)

4.1(1)[2] 上記の仕組みが当該プログラムに関わる教
員に開示されていますか？

学科JABEE委員会内での分担表、教員間ネットワークの構成およびそ
れぞれの役割については学科教員に対して周知され、学科JABEE委員
会資料として配布されている。

機械機能工学科運営組織図
教員間ネットワーク議事録

4.1(1)[3] 上記の仕組みに関する活動が行われていま
すか？

教員間ネットワークのミーティングは定期的に開催されており、開
催状況はJABEE総括担当が把握、学科JABEE委員会で活動状況が報告
されている。

教員間ネットワーク議事録

4.1(2) その仕組みは、社会の要求や学生の要望にも配慮
する仕組みを含み、また、仕組み自体の機能も点
検できるように構成されていること。

4.1(2)[1] 教育点検の仕組みは、社会の要求や学生の
要望にも配慮する仕組みを含んでいます
か？

授業アンケートや学生による教育評価アンケートにより、学生から
の要望を吸い上げる仕組みがある。合同企業説明会参加企業へアン
ケートを実施している。また、外部評価委員会（大学基準協会大学
評価）による点検も行われている。
学生に対しては科目ごとの授業アンケートの他、卒業時のアンケー
トにより学修プログラムに対する意見聴取を行っており、毎年期初
にアンケートの分析とそれに基づく改善、対策の検討をJABEE会議で
行っている。
急速なグローバル化に対応するため、gPBL実施報告、論文公表数、
外部資金獲得状況、教員留学報告など、学科会議やJABEE委員会など
において教員間で情報共有する機会を設けている。

【K33】授業アンケート
【K34】学生による教育評価アンケート
【K35】合同企業説明会アンケート
【K36】大学点検・評価分科会資料
OBアンケート
卒業生アンケート

4.1(2)[2] 教育点検の仕組みは、仕組み自体の機能も
点検できるように構成されていますか？

工学部教育点検システムとして、学校法人芝浦工業大学評価委員
会、工学部JABEE推進委員会が存在し、自己点検・評価、外部評価、
第三者評価が実施されている。
点検の仕組み自体も学科JABEE委員会で点検されており、学科JABEE
委員会内の分担や教員間ネットワークによる点検の仕方について評
価・改善活動がされている。

【K37】第1回大学点検・評価分科会資料
【K32】2016年度工学部学科等個別自己点検書
作成依頼
【K11】工学部JABEE推進委員会議事録
機械機能工学科継続的システム(PDCA)
教員間ネットワーク議事録

4.1(3) その仕組みを構成する会議や委員会等の記録を当
該プログラムに関わる教員が閲覧できること。

4.1(3)[1] 教育点検の仕組みを構成する会議や委員会
等の記録を当該プログラムに関わる教員が
閲覧できますか？

教員間ネットワークでの議論は学科会議に議事録および提案書とし
て報告され、学科JABEE委員会での点検については会議議事録として
各教員に配布、学群書記センターに保存されている。

学科関連委員会議事録

4.2 4.2 継続的改善

4.2 教育点検の結果に基づき、プログラムの教育活動
を継続的に改善する仕組みがあり、それに関する
活動が行われていること。

4.2[1] 教育点検の結果に基づき、プログラムの教
育活動を継続的に改善する仕組みがありま
すか？

学科JABEE委員会が、4.1(1)[1]に記述した点検活動の結果を利用
し、プログラムの教育活動を継続的に改善する組織として存在す
る。

学科JABEE委員会内に、2012年度より教育専門分野ごとの
教育改善グループを設置した。

機械機能工学科運営組織図
機械機能工学科継続的システム(PDCA)
教員間ネットワーク議事録
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番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

4.2[2] 上記の仕組みに関する活動が行われていま
すか？

学科JABEE委員会は、プログラムの教育活動を継続的に改善する活動
を実施している。学生の学力水準の向上と教育プログラムの充実の
状況、卒業時にとる全学ならびに学科卒業生アンケートからの
フィードバックにより、2015年度より学科全学生に応用コースを適
用している。また、工学部自己点検書委員会からこの自己点検書の
確認作業を受けており(毎年)、FD活動へのフィードバックの一助と
している。
本学科では、定期的な教員の海外留学、学科内共同研究の推進、毎
年公表されている論文数の確認（本プログラムが社会の要求や学生
の要望に配慮されていることを定量的に評価する指標の1つとして）
をする仕組みがある。その成果の1つとして、本学科の論文数は、
2016年度21本、2017年度19本であった。今後もこの論文数を維持し
ていくためにこの仕組みを維持し、さらに推進するための新しい仕
組みも検討していく。

学科JABEE委員会の改善活動に加え、教育改善グループに
よる改善活動が実施されている。2015年度新入学生より、
全学生に応用コースのカリキュラムが適用されている。

学科内関連委員会議事録(学科JABEE委員会議事
録)
教育改善グループ議事録
卒業生アンケート
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